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内外情勢の回顧と展望（令和4年版）の
発行に当たって

公安調査庁長官　和田　雅樹

　公安調査庁は、公共の安全の確保を図ることを任務としており、破壊活動防止法
や無差別大量殺人行為を行った団体の規制に関する法律に基づき、いわゆるオウム
真理教に対する観察処分を適正かつ厳格に実施しているほか、我が国の情報コミュ
ニティのコアメンバーとして、経済安全保障をめぐる動向、サイバー空間に関する
動向、国際テロ、我が国周辺情勢、国内諸団体の動向など、我が国の公共の安全に
影響を及ぼし得る国内外の諸動向について情報を収集・分析し、これを政府関係機
関に適時・適切に提供することで、政府の各種施策に貢献しております。
　例えば、東京オリンピック・パラリンピック競技大会が世界の注目を集めたのは
記憶に新しいところですが、公安調査庁は、テロの未然防止や各種不法事案等の早
期把握に向け全庁を挙げて情報の収集と分析を行い、その安全開催に貢献いたしま
した。
　本資料「内外情勢の回顧と展望」は、前年の公共の安全に関わる我が国内外の諸
情勢を取りまとめ、毎年1月に発行しているものです。
　今回は、我が国の公共の安全に関わる情勢等について、普段接する機会の少ない
方々においても興味を持って読んでいただけるよう、特に近年注目されている経済
安全保障、サイバー、国際テロといったテーマのほか、いわゆるオウム真理教主流
派「Aleph」を対象とする再発防止処分の請求については特集という形で紹介して
おります。
　我が国を取り巻く内外の情勢は日々目まぐるしく変化するとともに、近年複雑化
しているところ、皆様がその全体像を把握し理解を深める一助として本資料を御活
用いただければ幸いです。
　また、公安調査庁の業務推進には皆様の御理解と御支援が不可欠であり、情報発
信の重要性を日々強く感じているところです。経済安
全保障などの分野を中心に産学官連携の重要性が一段
と高まる中、長官である私自身も講演会でお話をさせ
ていただくなど、全庁的に広報活動を強化しておりま
すが、まずは本資料を一つのきっかけとして、公安調
査庁の業務について御理解と御支援を賜りますよう、
この場を借りて、心からお願い申し上げます。
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1月

3月 4月

16日、日米首脳会談が首都ワシントンD.C.で行われ、両
首脳は共同声明を発出（写真提供：ロイター＝共同）

6日、トランプ米国大統領（当時）支持者らが首都ワシントンD.C.で連邦議会
議事堂を一時占拠（写真提供：ロイター＝共同）

14日、北朝鮮が朝鮮労働党第8回大会記念閲兵式
を開催（写真提供：朝鮮通信＝共同通信イメージズ）

21日、第46代米国大統領にジョー・バイデン氏
が就任（写真提供：ロイター＝共同）

23日、スエズ運河でパナマ船籍の大
型コンテナ船が座礁（写真提供：共同）

11日、中国の全国人民代表大会常務委員会で、香港の選挙
制度変更方針を決定（写真提供：共同）



情勢の概況

内外情勢の回顧と展望 3

5月

2月

16日、イランがウラン濃縮度を60%まで引
き上げる作業を開始したと発表（写真提供：ロ
イター＝共同）

18日、ミャンマー国軍が邦人記者を拘束。5
月14日に解放され、同日、成田空港に到着（写
真提供：AP/アフロ）

1日、ミャンマーでクーデターが発生。国軍がアウン・サン・スー・チー国家最
高顧問兼外相らを拘束（写真提供：EPA＝時事）

1日、中国で中国海警局の職責や武器使用を含む
権限を規定した「中華人民共和国海警法」が施行

（写真提供：時事･第11管区海上保安本部提供）

3日、世界保健機構（WHO）の調査団が、中国科
学院武漢ウイルス研究所を訪問（写真提供：共同）

10日、パレスチナ自治区の「ハマス」等とイスラエルの
間で軍事衝突が発生（写真提供：©Bachar Taleb/APA 
Images via ZUMA Wire/共同通信イメージズ）

7日、米国最大の石油パイプライン事業者がサイバー
攻撃を受けて操業を停止（写真提供：AFP＝アフロ）
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6月

9月 10月

7月
1日、中国・北京で中国共産党建党
100周年祝賀大会が開催（写真提供：
AFP＝時事）

11日、英国・コーンウォールで、G7首脳会合が開
催（写真提供：Â© Adam Schultz/White House/
Planet Pix via ZUMA Wire/共同通信イメージズ）

15日、米英豪の安全保障パートナーシップ「AUKUS」
が発足。豪政府が、米英の支援の下での原子力潜水艦
の建造計画を発表（写真提供：AAP/アフロ）

16日、スイス・ジュネーブで米露首脳会談が開催（写真提供：
AFP＝時事）

23日、東京オリンピック・パラリンピック競技大会が開幕（写
真提供：©Live media/IPA via ZUMA Wire/共同通信イ
メージズ）

11日、米国同時多発テロから20年。
ニューヨークで追悼式典開催（写真
提供：UPI/ニューズコム/共同通信
イメージズ）

11日以降、北朝鮮が相次いでミサイ
ルを発射。28日には極超音速ミサイ
ルを発射と主張（写真提供：朝鮮中央
通信＝共同）

25日、スーダンで軍事クーデターが発生
し、首相や閣僚らを拘束（写真提供：ゲッ
ティ＝共同）
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11月

8月

2日、英国・グラスゴーでCOP26の首脳級会合であ
る世界リーダーズ・サミットが開催（首相官邸ウェブ
サイト<https://www.kantei.go.jp>）

16日、バイデン米国大統領と習近平中国国家主席、初のテレビ会談
を実施（写真提供：時事）

26日、カブール国際空港付近で自爆テロ。ISIL関連
組織「ホラサン州」が犯行声明（写真提供：Abaca/
アフロ）

31日、バイデン米国大統領、アフガニスタンの戦
争終結を宣言（写真提供：Gripas Yuri/ABACA/共
同通信イメージズ）

15日、「タリバン」がアフガニスタンの首都カブールを制圧（写真
提供：AFP＝時事）

20日、バイデン米国大統領、中国の極超音速兵器開
発に懸念を表明（写真提供：EPA＝時事）

25日、公安調査庁長官が「Aleph」に対する再発防
止処分を請求（写真提供：共同）
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（写真提供：CNP/時事通信フォト）

（写真提供：AA/時事通信フォト）

（写真提供：共同）

（写真提供：朝鮮通信＝時事）
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……  54 

（写真提供：新華社/共同通信イメージズ）

（写真提供：ロイター/アフロ）

3 ロシア

2 中国
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（写真提供：AFP＝時事）
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2 過激派

3 共産党

4 右翼団体など
（写真提供：共同）
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